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日本語入力を行い、スペースキーなどで変換をしても反応がない。 

 

 

 

  発生時に MicrosoftIME の変換モードを「無変換」から「一般」へ変更する。 

  

 

 

(1)   

変換されない入力欄にカーソルがある状態

で、Windows タスクバー上の「あ」をクリックし

ます。 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

続けて「A」をクリックして、「あ」に戻します。 

 

 

 

 

 

以上で文字入力をお試しください。 

 

 

発生する現象 

対処方法 

 CASH RADAR PB システムの文字入力において「変換」が効かない状態になってしまう場合がござ

います。主に日本語入力ソフト「MicrosoftIME」をご利用の環境で発生する現象となりますが、発生時

における対処方法をご案内いたします。 

 

Microsoft IME「無変換」の現象につきまして 

←「仕入」に変換できない 

１ 変換モード変更手順 
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前ページの操作以外にも、以下の方法でも変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頻繁に無変換状態になってしまう場合に、使用する日本語入力ソフトを「Google 日本語入力」に 

変更することで回避できることがございます。 

「Google 日本語入力」のインストール方法につきましては、次ページの手順をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の方法 

Microsoft IME「無変換」の現象につきまして 

 

「あ」を右クリックし、変換モードを

「無変換」から「一般」へ変更する 

右 
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(1) 

 

 

「Google 日本語入力」のＷｅｂサイトを開き

ます。 

      

http://www.google.co.jp/ime/ 

 

「Windows 版をダウンロード」をクリックしま

す。 

(2) 

 

 

「Google 利用規約」を確認し、「同意して

インストール」をクリックします。 

 

(3) 

 

 

ダウンロードされた

「GoogleJapaneseInputSetup.exe」をクリッ

クします。 

 

 

Microsoft IME「無変換」の現象につきまして 

２ 「Ｇｏｏｇｌｅ日本語入力」インストール手順 



- 4 - 

 

 

 

 

(4) 

 

 

「ユーザーアカウント制御」のメッセージに 

「はい」をクリックします。 

(5) 

 

 

インストールが開始します。 

 

 

 

 

； 

(6) 

 

 

インストールが完了すると、Google 日本語

入力のダイアログが表示されますのでそのま

ま「OK」をクリックします。 

 

 

 

個別に制御したい項目があれば、チェック箇

所をお客様にてご判断ください。 

 

 

 

 

Microsoft IME「無変換」の現象につきまして 
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(7)   

タスクバーにある文字入力のアイコンが、

「Google 日本語入力」になっていることを確

認してください。 

 

 

 

 

 

以上でインストールは完了です。 

 

 

 

 

「Google 日本語入力」と「Microsoft IME」の切り替えは以下の方法で可能です。 

他ソフトの利用環境などで不都合がある場合は、必要に応じて選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上   

 

 

 

 

 

参 考 

文字入力のアイコンをクリックし、 

使用したい日本語入力ソフトを選択 

Microsoft IME「無変換」の現象につきまして 


